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『第 68 回美学会全国大会 若手研究者フォーラム発表報告集』（2018 年 3 月刊行）

『ベスティアリウム』と記憶術
——ピアポント・モーガン・ライブラリー M832 番写本をめぐる一考察——

長友瑞絵

１．はじめに

　『ベスティアリウム Bestiarium』とは、12 世紀から 13 世紀を中心に、西洋中世に広

く流布した動物寓話集の総称である。その内容は、実在の動物だけでなく、幻想の動

物の性質とその寓意が語られる短い話の集成となっている。『ベスティアリウム』の

テキスト自体は中世のオリジナルではなく、古代に著され、すでに中世の西欧全体に

流布していたキリスト教的博物譚『フィシオログス Physiologus』（「自然認識者」の意）

を中核とし、百科全書などからの引用を加え 12 世紀頃成立したとされている（1）。テ

キストについては文献学的に様々なヴァージョンの存在が確認されており、聖書に次

ぐ普及を見たとも言われるが、それを示すように、多数の美術作品において図像の利

用が確認される。例えばブールジュ大聖堂のステンドグラス（13 世紀）では、新旧の

聖書場面と並び、自らの胸を突き、流した血で死んだ雛を生き返らせるというペリカ

ンや、死んだ仔ライオンに息を吹きかけて生き返らせるというライオンの図像が見ら

れ、共にキリストを象徴している。

　ベスティアリウム写本自体は多数伝存しており、総数約 500 点と推定され、そのう

ち挿絵入りのものも少なくとも 100 点近くは確認される（2）。先行研究については、

文献学的研究が大半を占め、挿絵の展開と伝承のプロセスについては、未だに十分な

考察が行われていない。筆者は博士論文において『フィシオログス』写本と『ベスティ

アリウム』の初期写本を取り上げ、挿絵の伝承について考察したが、その際新たな問

題が提起された。それは、とりわけ 12 世紀以降、テキスト・挿絵サイクル共に特徴

を備えた複数の写本群が派生しているものの、先行研究においては、各写本群の特徴

http://www.bigakukai.jp/wakate/papers2017/index.html
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の生成理由や機能については殆ど検討されていないということであった（3）。

　そこで本稿では、この時期派生したクリュソストモス版テキスト（Dicta Chrysostomi 

version 通称 DC ヴァージョン）（4）の写本群のうち最古級の写本、ピアポント・モーガン・

ライブラリー所蔵の M832 番写本を中心に取り上げ、『ベスティアリウム』の機能に

ついて注目しつつ考察したい。以後この写本をモーガン本とする。同写本は、写本の

構成や挿絵の形式上、先行写本とは異なる特徴を備えており、単に教訓的読み物であ

ることを目的としたとは考えがたいことから、『ベスティアリウム』と記憶術という

新たな観点も含め考察を進めたい。

２．モーガン本の概要

　モーガン本は 12 世紀半ば頃、ウィーンの西 70 キロ、ドナウ川沿いの都市クレムス

近郊ゲットヴァイク修道院で制作されたと推定されている。フォリオの大きさが縦

28.6、横 20.3 センチと、A4 版大のこの写本は、10 葉（つまり 20 ページ分）という小規

模な形で現在に伝えられている。その最初のフォリオ１（表裏）には、ラバヌス・マ

ウルス著『言語の発明』からの抜粋があり、続くフォリオ２表面からラテン語の『ベ

スティアリウム』が収録される。フォリオ構成を見ると、テキストは一段組みで、挿

絵は基本的に各章の冒頭にあり、テキストが数行減らされて作られたスペースに組み

込まれる形でコンパクトに描かれている。大きさとしては小さい写本であるものの、

拡大して見ると褐色のペン素描には朱赤、緑や淡い紫で彩色や影が施されており、羽

毛や獣の毛一本一本まで描く熟達した表現が確認される。例えばフォリオ４裏面「サ

ル」の挿絵では、うずくまるサルの微かな体毛までが描かれ、フォリオ６表面「太陽

トカゲ」の挿絵では、トカゲが小さな建物から顔を出す様子が描かれるが、建物の格

子には薄紫色のハッチングで影が付けられているのである。テキストコラムに入り込

む形のモーガン本の挿絵は、先行作例である《ベルンのフィシオログス》（830 年頃、

ベルン市立図書館 Cod. 318）や、ボードリアン・ライブラリー所蔵の初期『ベスティア

リウム』（1110-1130 年頃、オックスフォード、ボードリアン・ライブラリー、MS. Laud Misc. 

247）の挿絵形式と比較すると、枠取りや余白による背景の空間は排除され、図式的
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な印象を与える。

　このように概観すると、モーガン本は『ベスティアリウム』の簡素な挿絵入りの一

写本として看過されてしまうものかもしれない。しかし挿絵だけでなく、その他の側

面からも同写本を分析すると、更に他の特徴が浮かび上がる。それはまず第一に、収

録される動物主題のオーダー、つまり順序の変化である。

　筆者はモーガン本と、その直系の祖先とされる『フィシオログス』B ヴァージョン

のチャプター構成の比較を行なった。モーガン本に収録される DC ヴァージョンのテ

キストは全 28 章から成っている。構成上の特徴としては、最初のチャプターが「ラ

イオン」から開始する点は『フィシオログス』と共通している。しかし『フィシオロ

グス』では、火打石、ノコギリ魚、カラドリウス（鳥）が続いているように、動物や

鳥類、爬虫類、植物などが混ざりあって並び収録されていたのに対し、モーガン本、

すなわち『ベスティアリウム』DC ヴァージョンでは、各章はおおよそ生物学的分類

に従って並べ替えられている点が大きく異なっている。冒頭にライオンをはじめとす

る四足獣が置かれ、続いてマムシなど爬虫類、シカ、キツネなど中小の動物、最後に

ワシなど鳥類がまとめられ収録されている。

　第二の特徴とは、特にこのモーガン本には、『ベスティアリウム』の内容とはおよ

そ関係のないものが収録されている点である。先に見たように写本冒頭のフォリオ１

表裏には、カロリング朝期を代表する神学者で知識人であったラバヌス・マウルス（780

年頃 -856 年）による、文法に関する著作『言語の発明』からの抜粋が収録されているが、

そこには 5 種類ものアルファベットが記されている。また『ベスティアリウム』最後

のチャプター、「フェニックス」下の空白（fol. 10v）には、花形文を中心に置いた、11

の周回路を持つラビリンスが描かれているのである。このうちアルファベットについ

ては。ヘブライ語、ギリシア語、ラテン語、スキタイ語、さらにルーン文字であるこ

とが判明している。これらの文字は、一見すると恣意的なメモのようにも見える。し

かし、こうした学習を目的としたテキストが『ベスティアリウム』と同じ写本に収録

されている事実を、先行研究で言われているように単に好奇心から偶然に収録された

ものと見なして良いのだろうか。

　『ベスティアリウム』がヨーロッパ全体において中世を通じ長く人気を博した理由
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について、先行研究では、聖職者による説教作成の材料となったことや（5）、修道院

内での学習のための書物として多く所蔵されたことが指摘されるのみで、具体的なこ

とについては言及されていない。また『ベスティアリウム』写本の所蔵状況を見ると、

画像の使用について厳しい態度で知られたシトー派を含め、すべての会派に及んでい

ることが確認されることから、より実際的な機能について考える必要があるだろう。

そこでその手掛かりとして発表者が取り上げたいのが、記憶術との関係である。

３． 『ベスティアリウム』分析 ——記憶術との関係から——

　『ベスティアリウム』と記憶術の関係については、中世文学・言語学研究側からロー

ランド（Rowland 1989）およびカラザース（Carruthers 1990）によって、わずかながら

言及がなされている（6）。特にカラザースは動物寓話集が中世の教育にもたらした最

大の功績について、記憶のための心象すなわち、「絵」を体系的に作りあげることにあっ

たと明言した。

　中世文化における記憶の役割や記憶術について論じたその著書の中で、『ベスティ

アリウム』、つまり動物寓話集について、内容が子供向きで娯楽的な要素が強いにも

かかわらず、ヨーロッパのほとんどの修道院の書庫に備えられていた、という状況に

ついて、次のように述べている。

　　

　動物寓話集は学生を楽しませ、その興味をそそるという役目のほかに、記憶の

補助手段という貴重な役割を果たしていた。つまり、教育という生涯プロジェク

トにおいて、常に貴重な価値をもつ、一定の秩序をもつ記憶の「土台（ロキ）」、

すなわち記憶上の場所（ロキ）の役割を務めていたのである（7）。

　『ベスティアリウム』が記憶上の場所、という役割を務めていた、とは、どういう

ことなのか。これは最古の記憶術の技法とされる「場所法」に関わっていたというも

のである。

　この最古の記憶術である「場所法」についてであるが、記憶術に関する古典文献に
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よれば、「イメージ／表象」（imagines）と「場所」（locus）を使用する技法とされる（8）。

キケロの『弁論家について』の中で、前 5 世紀のギリシアの詩人シモニデスがこの記

憶術の原理を発見したいきさつが記されている。シモニデスは、ある日スコパースと

いう貴族の晩餐会に招待され食事を共にしていたが、途中で邸宅の外から人に呼ばれ

建物を出た。すると、ほどなくして邸宅の天井が崩落し、主人のスコパースをはじめ

その親族・客の全員が死亡するという事件が起きた。残された親族が彼らを埋葬しよ

うとしたが、押しつぶされた死体がどの人物か判別がつかず途方に暮れていたところ、

シモニデスがどの人がテーブルのどの席についていたかを思い出すことができ、一覧

表を作成することができた、とされる。そしてシモニデスはこの経験により、鮮明な

記憶というものが、順序や場所と関連付けられた場合であることを発見したのである。

　以上、最も歴史が古く基本的な技法である場所法を再度要約すると、まず何かの場

所を選び、次に、記憶したい事物のイメージを描く。最後に、それぞれの場所に関連

付けていく方法、ということになる。中世においては、この場所法を源とする初歩の

記憶術のシステムが聖堂や修道院の附属学校で大いに利用された。ただしそれは記憶

の場所が空間的な建物に結び付けられていた古代とは違い、学習者にとっても理解が

容易な、数字やアルファベットの順序を土台（つまり場所）として、記憶を１枚の平

面のように捉えるものだったという。

　『ベスティアリウム』写本が多数制作されたまさに 12 世紀前半に活動した、キリス

ト教神学者サン・ヴィクトルのフーゴーは、その方法を自著『編年史』序文の中で解

説している。フーゴーは、「背景」に「イメージ」を配列する場所法と類似した心理

原理を利用したシステムを説明している。だたしここでは、「背景」となるのは番号で、

その番号を振った背景に、テキストの断片を「イメージ」として、グリッド（碁盤目）

に埋め込むように書き込む、ということになる。なおそのイメージには、記憶する土

台となった写本の装飾文様やその色、注釈、ページのどこに位置していたかまで、そ

のまま刻み込まれているという（9）。　

　そしてカラザースによれば、『ベスティアリウム』は、数字やアルファベットで作

られた記憶グリッドにつける目印（マーク）として、利用されていたとされる。記憶

した事柄を整理する際、数字やアルファベットは多く使用されていた。しかしこの場
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合、一つの場所に詰め込み過ぎて意味不明となってしまうと都合が悪いため、さらに

他に何組か、そうした「場所＝ロキ（loci）」が必要となる。また過密を避けるためには、

形の異なるアルファベットのセットが二組以上必要とされていた。使用法の１つとし

ては例えば、ワシ（aquila）のイメージの A、フクロウ（bubo）のイメージの B という

形で『ベスティアリウム』をもとに一連のアルファベットのセットを作ることができ

たと推定される。

　なおこの記憶システムについて言及していると思われる記述も、時代が下るとはい

え残されている。15 世紀のイタリアの法学者ラヴェンナのペトルスによれば、自分

の記憶の場所はアルファベット順に並んでおり、アルファベットの 19 文字に、聖俗

ふたつの世界の法典から抜き出した、二万もの項目を収めたという。またその際、普

通のアルファベット文字の他に、「その代わりに人の形をした文字を使い、生き生き

とした鮮やかなイメージを作るのに成功した」と述べている（10）。ここで鮮やかなイ

メージ、つまり、記憶に残りやすいような印象の強いイメージを作るため、普通のア

ルファベット文字ではなく、人型の文字を使用したことが重要となる。ペトルスはさ

らに、時に魅力的な女性の形をした文字も「記憶を大いに刺激する」ので効果的とも

述べているのである。

　このように、記憶作業のいわば土台となるアルファベットには、様々な補助によ

るアレンジが必要だったのであるが、その際補助として、黄道十二宮（いわゆる 12 星

座）のシンボル（11）や、『ベスティアリウム』を素材とし作られた『動物の特性 voces 

animantium』が使用されていたという（12）。『動物の特性』とは、「メンドリは笑う」

など、各種の動物寓話集から収集された動物の特長をまとめた言わばリストであり、

挿絵はなく一定の順序で配列されていたとされ、記憶作業に利用する目的で、その下

準備として学生達に記憶されたと推測されているものである。

　以上のように、『ベスティアリウム』と記憶術との関連を想定すると、モーガン本

に見られた特徴について実際的な意味が浮かび上がるだろう。つまり先に見たように、

アルファベットも『ベスティアリウム』も、記憶の保管場所を築くための材料となる

ものであったのであり、これらをまとめて一写本に収録することが便宜上必要だった

と考えられるのである。記憶作業用のイメージには、醜悪、美しさ、滑稽など、いず
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れも極端なものが望ましく、感情の強い反応が引き起こされるものでなければならな

い、とされていることから、様々なめずらしい性質や外観で読者を惹き付ける動物の

物語集は、まさに条件に合致したものであった。

　したがってモーガン本の特徴を記憶術という側面から分析するならば、その機能と

は、自然物に関するキリスト教的寓意の絵解き本というレベルから一段上がり、記憶

の補助システムへと加工された写本群として存在している可能性が考えられるだろ

う。

４．まとめ

　以上モーガン本に見られる特徴ついて、挿絵のみならず主題オーダーや、さらに記

憶術という点から分析したが、なお時代を遡り、9 世紀、修道院文化の拠点として栄

えたスイスのライヒェナウ修道院で制作された写本には、数種のアルファベットやラ

ビリンスなど、モーガン本と非常に類似する図像が含まれていることについても最後

に言及しておきたい。写本学者ビショッフによれば、他言語のアルファベットが収集

された類似する写本は、9 世紀から 11 世紀に見られるという（13）。ザンクト・ガレ

ン 878 番写本（p. 321, 277）には、モーガン本と類似するアルファベットやラビリンス

が確認される。同写本は様々なテキストの抜粋を集めたアンソロジー写本で、元はカ

ロリング朝を代表する教会著作者で詩人であったヴァラフリド・ストラボ（808 年頃

-849 年）の個人的な手帖であったと伝えられている。ここでアルファベットは文法に

関するテキストと共に収録されていることから、この写本が作られた 9 世紀には、ア

ルファベットを利用した記憶術自体はすでに修道院で利用されていたことが推測され

る。しかしながら一方、この写本には『ベスティアリウム』のような動物寓意集関係

のテキストは収録されていない。同時期には、『ベスティアリウム』の祖先にあたる

『フィシオログス』が流布しており、数は少ないにせよ挿絵入り写本も伝来していた

はずである。しかし、これらの『フィシオログス』写本には、文法に関する著作では

なく、聖人伝など神学的著作が共に収録されているのである。こうした傍証からおそ

らく、場所法の記憶術はカロリング朝からあったものの、『ベスティアリウム』が記
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憶術のための補助手段として用いられるようになったのは、モーガン本が制作された

12 世紀周辺になってからのことだったのではないか、と筆者は推測している。モー

ガン本をはじめとする DC ヴァージョンの写本群とは、12 世紀の修道院文化の活発

化やキリスト教神学の体系化なかで、独自に発展したものと位置づけられるだろう。

　以上のように、モーガン本の分析を通じて、12 世紀における修道院の知的文化の

変化を背景に、記憶術が『ベスティアリウム』と繋がり持ち、独自の挿絵形式や、挿

絵サイクルを持つ写本群の展開への一つの推進力となった可能性が考えられた。実際

には、テキストの系譜に見られるように、12 世紀以降 DC ヴァージョンだけでなく、

フランス語系統の写本やイングランドの系統の写本など、『ベスティアリウム』には

様々なヴァージョンが派生し展開を見せていることから、今後、先行研究では考慮さ

れてこなかった「記憶術」との繋がりも観点に加え、これらの写本群の再検討を進め

たい。
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